
第１２期千葉県生涯学習審議会第３回会議及び平成２９年度第５回千葉県社会教育委員会議

（平成３０年３月２３日開催）での主な意見 

 

 県立博物館の役割等について  

・博物館の教育機能、特に専門職員の能力が十分発揮できるような配慮が必要。

その上で、博物館が地域振興や観光振興に貢献できるのではないか。 

・各博物館・美術館が、バックヤードにたくさんの資料を保管していること、

それぞれ役割と専門性があることを再確認し、そうした役割をおろそかにし

ない在り方の検討をすべきではないか。 

・博物館機能の集約化の検討では、市町村が行ってきた資料調査の成果を活か

せる連携体制を検討すべきではないか。 

 ＭＬＡ連携について  

・ＭＬＡ連携では、博物館だけでなく大学図書館、自治体編さん室等に保管さ

れている県内の地域資料、歴史・文化資料について、県が把握をし、一括管

理して利用できる、という考え方で検討を進めてほしい。 

・図書館、文書館、博物館では資料の扱い方が異なるので、資料取扱いに万全

を期すため連携強化に期待する。 

 歴史系展示について  

・歴史系展示の強化では、近代から現代資料について、どの範囲を扱い、どの

ように展示するかが課題である。 

 人材育成について  

・指定管理者制度導入にあたっては、学芸スタッフの後継職員の育成できるよ

うな仕組みを検討すべきである。 

・博物館資料、文化財の修復ができる専門家の養成が必要である。 
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【 参 考 】 

第１２期千葉県生涯学習審議会第２回会議及び平成２９年度第４回千葉県社会教育委員会議

（平成２９年１２月１３日開催）での主な意見 

 

 県立博物館の役割  

・県の良さ・魅力を伝える役割がある。 

・市町村立博物館と地元学校との連携が進んできたが、県立博物館は更なる充実につなが

る取組を支援すべき。 

・これからの博物館がどのような使命を持つべきか十分検討すべき。 

 資料の収集・保管  

・資料の収集や保管は重要である。 

 調査・研究  

・調査研究は重要である。 

 展  示  

・県の良さを知ってもらう工夫が必要である。 

・子どもたちに響く見せ方、技術導入を検討すべき。 

・時事的話題や時代ニーズに即応した事業展開、営業努力が必要。 

・再訪したいと思わせる魅力ある展示を検討すべき。 

 教育普及  

・学校教育、生涯学習と絡めた展示・教育普及の充実。 

・県の良さを知ってもらう工夫が必要である。 

・市町村施設との連携が必要である。 

・県立博物館が連携し学校教育支援を充実すべき。 

・県立博物館と市町村市立博物館とが連携した情報提供・発信をすべき。 

 施設・設備  

・実物を見て子どもが感動する丁寧な整備が必要。 

・子どもたちに響く見せ方、技術導入を検討すべき。 

 その他  

・リピーターが期待できるなどの視点で、指定管理者制度を導入する施設の仕分が必要では

ないか。 



 


